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自
動
販
売
機
や
両
替
機
に
は
、

投
入
さ
れ
た
硬
貨
を
セ
ン
サ
ー
で

瞬
時
に
見
分
け
、５
０
０
円
玉
、１

０
０
円
玉
、
50
円
玉
、
10
円
玉
の

種
類
別
に
選
別
す
る
装
置
が
搭
載

さ
れ
て
い
る
。「
コ
イ
ン
メ
ッ
ク
」と

呼
ば
れ
る
こ
の
装
置
の
も
う
一
つ

の
重
要
な
役
割

は
、
自
動
販
売

機
の
大
敵
で
あ

る
偽
造
硬
貨
を

見
破
る
こ
と
だ
。

　

偽
造
硬
貨
を

感
知
す
る
コ
イ

ン
メ
ッ
ク
の
機
能

が
正
常
に
働
く

か
を
チ
ェ
ッ
ク

す
る
の
に
使
わ

れ
る
の
が
ゲ
ー

ジ
コ
イ
ン
だ
。

ス
テ
ン
レ
ス
や

真
ち
ゅ
う
の
丸

棒
を
旋
盤
で
輪

切
り
に
加
工
後
、
研
削
盤
で
段
階

的
に
厚
さ
を
調
整
し
硬
貨
に
見
立

て
た
も
の
だ
が
、
コ
イ
ン
メ
ッ
ク

の
セ
ン
サ
ー
部
分
の
感
度（
性
能
）

が
向
上
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
ゲ
ー

ジ
コ
イ
ン
に
は
高
い
精
度
が
要
求

さ
れ
る
。

　

金
属
加
工
、
機
械
加
工
を
得
意

と
す
る
大
竹
製
作
所
が
、
も
の
づ

く
り
補
助
金
を
活
用
し
て
２
０
１

７
年
10
月
に
導
入
し
た
平
面
研
削

盤
は
１
０
０
０
分
の
5
ミ
リ
幅
で
、

研
削
す
る
ゲ
ー
ジ
コ
イ
ン
の
厚
さ

を
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ

ま
で
使
っ
て
い
た
旧
式
機
は
最
大

0
・
０
１
ミ
リ
ま
で
し
か
対
応
で

き
な
か
っ
た
か
ら
精
度
は
大
幅
に

向
上
し
た
。

　

ま
た
金
属
を
研
削
す
る
と
熱
が

生
じ
、そ
り
返
っ
て
し
ま
う
が
、同

社
に
は
金
属
が
そ
ら
な
い
よ
う
に

研
削
す
る
技
術
が
あ
る
。

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
控
え
、
障
害
者
に
も
使

い
や
す
い
バ
リ
ア
フ
リ
ー
型
や
、

災
害
時
に
無
料
で
飲
料
を
提
供
す

る
災
害
対
応
型
な
ど
様
々
な
タ
イ

プ
の
自
動
販
売
機
が
登
場
し
て
き

て
い
る
。
中
川
周
三
代
表
取
締
役

は
「
自
動
販
売
機
に
対
す
る
需
要

の
高
ま
り
を
受
け
、
精
度
の
高
い

ゲ
ー
ジ
コ
イ
ン
を
効
率
的
に
供
給

す
る
こ
と
で
競
争
力
を
高
め
た
い
」

と
意
欲
を
見
せ
る
。

千
分
の
5
ミ
リ
刻
み
で
研
削
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新規導入した平面研削機で研削したゲージコイン


